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1.2.2. 糖尿病とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6  















































































































































































































































































































































































































① ER89日本語版尺度 （14項目） 














③ 日本語版 HLOC尺度 14 項目  
「そう思わない」「ややそう思わない」「ややそう思う」「そう思う」の４








































































































行った。対象者の平均年齢は 71.2歳（SD=10.5）、男性 126名、女性 74 名で
ある。血糖コントロール値については、以下の基準を使用した（表 1）。 
 
表 1 高齢者糖尿病患者の血糖値コントロール目標（HbA1c値） 
 




























表 2  ER89日本語版尺度 14項目の記述統計量 
 
平均値 標準偏差 分析 N
B01 　１．私は友人に対して思いやりがあり、親しい関係を持てる 3.07 0.587 193
B02 　２．私はショックを受けることがあっても直ぐに立ち直れるほうだ 2.84 0.667 193
B03 　３．私は慣れていないことに楽しみながら取り組むことができる 2.72 0.665 193
B04 　４．私は人にたいてい好印象を与えることができる 2.80 0.589 193
B05 　５．私は今まで食べたことがない食べ物を試すことが好きだ 2.30 0.764 193
B06 　６．私は人からとてもエネルギッシュな人だと思われている 2.50 0.751 193
B07 　７．私はよく知っているところへ行くにも、違う道を通っていくのが好きだ 2.37 0.780 193
B08 　８．私は人より好奇心が強いと思う 2.70 0.715 193
B09 　９．私の周りには、感じがよい人が多い 3.07 0.621 193
B10 １０．私は、何かするとき、アイデアがたくさん浮かぶほうだ 2.63 0.696 193
B11 １１．私は新しいことをするのが好きだ 3.10 0.582 193
B12 １２．私は日々の生活の中で面白いと感じることが多い 2.74 0.650 193
B13 １３．私は「かなり強い個性」の持ち主であると思う 2.53 0.771 193






















































B01 　１．私は友人に対して思いやりがあり、親しい関係を持てる 0.340 0.351
B02 　２．私はショックを受けることがあっても直ぐに立ち直れるほうだ 0.315 0.431
B03 　３．私は慣れていないことに楽しみながら取り組むことができる 0.435 0.482
B04 　４．私は人にたいてい好印象を与えることができる 0.350 0.383
B05 　５．私は今まで食べたことがない食べ物を試すことが好きだ 0.135 0.156
B06 　６．私は人からとてもエネルギッシュな人だと思われている 0.337 0.359
B07 　７．私はよく知っているところへ行くにも、違う道を通っていくのが好きだ 0.275 0.353
B08 　８．私は人より好奇心が強いと思う 0.521 0.652
B09 　９．私の周りには、感じがよい人が多い 0.275 0.274
B10 １０．私は、何かするとき、アイデアがたくさん浮かぶほうだ 0.393 0.621
B11 １１．私は新しいことをするのが好きだ 0.434 0.429
B12 １２．私は日々の生活の中で面白いと感じることが多い 0.401 0.383
B13 １３．私は「かなり強い個性」の持ち主であると思う 0.428 0.401



































表５ エゴレジリエンス尺度の因子構造  
回転後の因子行列 a 
＃   エゴレジリエンス尺度項目 
因子 
因子 1 因子２ 
B03  ３．私は慣れていないことに楽しみながら取り組むことができる 0.602 0.353 
B01  １．私は友人に対して思いやりがあり、親しい関係を持てる 0.594 0.065 
B02  ２．私はショックを受けることがあっても直ぐに立ち直れるほうだ 0.578 0.135 
B12 １２．私は日々の生活の中で面白いと感じることが多い 0.547 0.279 
B04  ４．私は人にたいてい好印象を与えることができる 0.542 0.261 
B11 １１．私は新しいことをするのが好きだ 0.518 0.394 
B09  ９．私の周りには、感じがよい人が多い 0.513 0.052 
B14 １４．私は誰かのことで腹を立てても、すぐに機嫌が直る 0.495 0.111 
B08  ８．私は人より好奇心が強いと思う 0.193 0.781 
B13 １３．私は「かなり強い個性」の持ち主であると思う 0.184 0.605 
B07  ７．私はよく知っているところへ行くにも、違う道を通っていくのが好きだ 0.010 0.562 
B10 １０．私は、何かするとき、アイデアがたくさん浮かぶほうだ 0.324 0.524 
B06  ６．私は人からとてもエネルギッシュな人だと思われている 0.359 0.468 
B05  ５．私は今まで食べたことがない食べ物を試すことが好きだ 0.082 0.304 
因子抽出法: 主因子法  
 回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法 







































































1.00 Low 7.670 0.246
2.00 Middl 7.467 0.234
3.00 High 7.598 0.228
1.00 Low 7.502 0.195
2.00 Middl 7.411 0.171









表 10は測定回別平均 HbA1cを男女別に示した。女性患者群では HbA1c 値は調
査日に近づくにつれ高くなっている。一方男性患者群では低下している。しか
しその変化量は女性で 0.13、男性で 0.07とその差は少ない。 
 






































度数 ３回前 前々回 前回 調査当日 度数 ３回前 前々回 前回 調査当日
Low 17 7.64 7.66 7.76 7.54 29 7.64 7.50 7.59 7.49 ns ns ns
Middl 22 7.45 7.58 7.58 7.59 40 7.37 7.52 7.42 7.34 ns ns ns











































































































































 表 11は E01 「糖尿病患者はコロナウィルスに感染すると重症化すると聞い
て、人一倍自粛した」への回答別平均 HbA1c値を示す。また表の右側にコロナ
ストレスの主効果、測定回の主効果、および交互作用の結果を示した。 








図６ コロナストレス質問 E01への回答別 HbA1c値を測定回の関数として図示する。 
３回前 前々回 前回 調査当日
なかった 7.45 7.44 7.34 7.30 ns ns ns
分からない 7.34 7.33 7.26 7.26 ns ns ns
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 ER89日本語版尺度得点を算出し、3分位法により、0～35点を Low群（52 
名,20.9%）、36～39点を Middl群（74名,36.8%）、40点以上を High群(67
名,33.3%)の 3群に分割した。 
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